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中国・四国エリアで初となる
「クライオ電⼦顕微鏡」を設置
〜最先端機器による卓越した研究・イノベーションの推進と

その学外利⽤促進による地域中核・特⾊ある研究⼤学の確⽴へ〜

学⻑ 那須 保友
研究協⼒課 松本 尊道
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クライオ電⼦顕微鏡ってなに？

資料１
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クライオ電⼦顕微鏡とは
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画像出典：https://www.nobelprize.org/all-nobel-prizes-2017/

2017 年にノーベル化学賞の受賞対象となった技術

授賞理由は「溶液中の⽣体分⼦の構造を⾼い解像度で
観察できるクライオ電⼦顕微鏡の発明」

クライオ電⼦顕微鏡とは
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クライオ電⼦顕微鏡 Krios G4 
（300 kV, サーモフィッシャ社製）

タンパク質や酵素などの試料を
結晶化することなく、
少量の溶液状態の試料を急速に凍結し
電⼦線を照射して観察する

より⽣体内に近い状態で
分⼦構造の解析が可能

多数のタンパク質粒⼦の形状を
計測して平均化することで、
⽴体構造を解析

⾼額で最先端の研究設備を中四国に初導⼊

異分野基礎科学研究所に設置
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クライオ電⼦顕微鏡とは
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⽣体⾼分⼦の構造や酵素反応の解明に関する基礎から
実⽤化研究まで⾒据えた幅広い研究プロジェクトで利⽤可能
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なぜ岡⼭⼤学に
⾼額で最先端の研究設備を
初導⼊したの？
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クライオ電⼦顕微鏡導⼊の背景
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強みをさらに“強く”、“尖らせる”
◯研究者層が厚く、研究者同⼠のワーキンググループもできている

◯他機関のクライオ電⼦顕微鏡や⼤型放射光施設を利⽤して多数の成果を輩出

◯しかし、他機関の設備利⽤には時間や予算といった様々な制約があり、
本来進めたい研究も⼗分に⾏えない状況

2019/6/10
英国の科学雑誌「Nature Plants」

2019/8/2
⽶国の科学雑誌「Science」

クライオ電⼦顕微鏡導⼊の背景

2021/3/22
英国の科学雑誌「Communications Biology」

90
o

2019/10/30
英国の科学雑誌「Nature Communications」 2012/1/13

英国の科学雑誌「Nature Communications」

2022/4/1
英国の科学雑誌「Nature Communications」
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クライオ電⼦顕微鏡導⼊を起爆剤に
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◯クライオ電⼦顕微鏡を核に、東京⼤学とも連携し、
クライオ電顕連携ネットワークの中四国拠点へ

◯⼤型分析施設・装置の「知と技」が集結するメッカへ

9

他⼤学・他機関、企業の皆様も
クライオ電⼦顕微鏡を利⽤できます
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利⽤⽅法
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研究設備機器共⽤システム（コアファシリティポータル）に
共⽤設備を公開しています

岡⼭⼤学 コアファシリティポータル

クライオ電⼦顕微鏡の利⽤料⾦

11
https://corefacility-potal.fsp.okayama-u.ac.jp/equipment/view/1047

⼀般ユーザー（学内外の研究機関、⼤学）
40,000円／1⽇（24時間、技術⽀援なし）
60,000円／1⽇（技術⽀援あり）

優先ユーザー（マシンタイムを優先的に利⽤するユーザー）
80,000円／1⽇（24時間）（技術⽀援なし）

120,000円／1⽇（技術⽀援あり）

企業
260,000円／1⽇（24時間、技術⽀援なし）
340,000円／1⽇（技術⽀援あり）

※利⽤料は24時間単位
※24時間を2つの区分（10時〜20時、20時〜10時）に分け、どちらか１つの区分のみを使⽤する場合は半額
※すべて税込
※上記の他、備え付けの消耗品を利⽤する場合は、カーボングリッド 1個2,500円、Autogrid Ring & C-clip

1セット3,500円が必要
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クライオ電⼦顕微鏡のほかにも、
岡⼭⼤学の研究設備を利⽤できます

学外利⽤可能 台

うち
依頼測定可能 台

190
115

クライオ電⼦顕微鏡
（R5⼤学独⾃財源で整備）

○強み特⾊分野への戦略的設備整備と共⽤化、リモート化で研究⼒強化と産業振興を加速
○クライオ電⼦顕微鏡（独⾃財源購⼊）を核に、東京⼤学クライオ電顕連携ネットワークの中四国拠点へ
○理研SPring-8のリモート化、⼤型実験の事前分析拠点へ
○地域中核施設整備事業「共創イノベーションラボ」を活⽤し、⼤型分析施設・装置の知と技が集結するメッカに

東京⼤学

SPring-８・SACLA
地の利を活かした連携

関東圏からの流動を促進

理化学研究所

⼭⼝⼤学

「知」・「技」・若⼿⼈材の交流

東京⼯業⼤学

岡⼭⼤学

○中国・四国・関⻄地域をつなぐ中核として機能
○研究環境は技術職員が「要」。伴⾛体制整備

・研究設備の積極的管理により設備を網羅
・ユーザー⽬線のワンストップサービス
・産業利⽤促進と産業界の底上げ
・論⽂情報と連動

コアファシリティポータル

学内で抱え込むのではなく、機器利⽤の循環を構築し、それに伴う⼈材育成と次世代機器開発への叡智蓄積等
を実施することで、参画する⼤学・研究機関の価値を挙げるとともに、「外なる場」としての機能を強化

地域中核・特⾊ある研究⼤学強化促進事業（J-PEAKS）による
⼤型分析装置を活⽤した知と技のメッカへ

岡⼭⼤学惑星物質研究所
CASTEM 24 Remote

岡⼭⼤学
SPring-8

産業界、地域への貢献

リモート

中国四国地区ネットワーク構築
・クライオ電顕連携ネットワーク
・ファシリティネットワーク
・バイオネットワーク

HiSOR(広島⼤学)
岡⼤ビームライン

130km・2時間

13
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参画⼤学︓筑波⼤学、東京⼤学、東京⼯業⼤学、⼭梨⼤学、⼤阪⼤学、⼭⼝⼤学、理化学研究所、⾃然科学研究機構、津⼭⼯業⾼等専⾨学校

地域と地球の未来を共創し、世界の⾰新の中核となる研究⼤学 〜持続可能な社会を実現させる10年構想〜
不易流⾏の⼤学法⼈経営 ~社会変⾰の実現によるマルチステークホルダーのWell-being追及~

①卓越性の⾶躍から世界的課題を解決する新技術創出 ②イノベーション創出によるWell-being社会の実現

研究
マネジメント
⼈材認定制度

1.複線型⼈事制度（複数キャリア） 教育職研究職

マネジメント職

5.教員の機能分化と全体最適
６.スーパーPI制度（優秀な若⼿研究者⽀援）
７.特区卓越研究者制度
８. シニア・ミドルトップ研究者制度

・ TCカレッジの受講によるテクニカルコンダクター(TC)認定者輩出促進
（ALL-JAPANで技術⼈材の⾼度化・関係機関、企業等との頭脳循環）
・ 博⼠⼈材の積極登⽤（⼤学院修学⽀援制度による博⼠号取得促進）
・ プロジェクトマネジメント国際資格（PMP）取得促進

・ クライオ電顕連携中四国NWを構築
・ 理研SPring-8のリモートアクセスステーション設置
・ 最先端設備の整備により⼤規模実験の事前実験拠点
・ 基盤設備の共⽤化促進（産業界の利⽤促進）
・ コアファシリティポータルによる研究設備のワンストップ利⽤
・ 事務処理DX化による業務削減

1. 先端分析計測設備・基盤設備の充実及び共⽤化の推進

2. 岡⼭⼤学総合技術部・技術職員の⾼度化
シナジー効果

クライオ電顕
（独⾃財源）

AI

遠隔医療
遠隔採⾎
予防医療

産前産後ケア
⺟⼦⼿帳デジタル化

児童⾒守り
サービス

⾼齢者の孤⽴・
孤独サービス 移動⽀援

⿃獣対策

データ基盤連携
（健康データを活⽤）

デジタル⽥園健康特区
（吉備中央町）での実装

買い物⽀援⾒守り
サービス

規制緩和と地域Well-being

聞こえの
バリアフリ－

共⽣型連合体（国家戦略特区関連⼤学）で取組を加速・波及
※筑波⼤学・⼭梨⼤学・⼤阪⼤学・岡⼭⼤学の連携で事業を加速

医療分野からALL岡⼤の総合知へ
研究開発から⼈材育成へ

岡⼭から全国⾃治体へそして世界へ
課題解決の横展開（シナジー効果）

⾰新的新医療技術 暮らし改⾰規制緩和 新価値・新産業創出
スタートアップの舞台

DXを軸に産学官連携により誰⼀⼈取り残されないコミュニティを創⽣
（国家戦略特区︓デジタル⽥園健康特区を活⽤し、中⼭間地域の課題解決の全国展開）

【10年後】デジタルの⼒で⼈の持つ⼒を最⼤限活⽤し、医療制度と⽣活様式
の変⾰を導く拠点

Community Health ＆ Human Health 先導⼤学群の形成

世界トップの研究者群（知の集積）とリソースの傾注により、研究界のトップサークルを先導
し、地球規模の課題解決を図り、国際研究イニシアチブを獲得

気候変動 エネルギー不⾜地球環境激変⾃然災害

50年後、100年後のありたい未来︓地球と⽣態系の健康（Planetary Health）の実現
に向け、地球外活動も視野にいれた、新たな知⾒と新技術開発を推進

岡⼭⼤学⾼等先鋭研究院 先鋭研究群（研究特区）を選定＜第1弾＞
植物・光エネルギー開発拠点

解決

イノベーションを⽀える強い基盤づくり︓研究基盤の整備と⾼度専⾨⼈材の育成

③イノベーション創出の知と技のメッカとなる
   研究基盤整備（研究⼒強化・産業振興拠点）

④ 研究界の国際トップサークルを先導する研究者と知識を活⽤し社会を変⾰
するナレッジワーカーの育成・輩出

【10年後】「光合成の根幹をなすタンパク質の機構等」「植物の機構・構造
・ゲノム情報」解明により、⼈⼯光合成の社会実装、クリーンエネルギー
⽣産システムや極限環境下でも安定・⾼強度を保つ新素材開発を加速化

プレスリリース︓⽂部科学省「地域中核・特⾊ある研究⼤学強化促
進事業（J-PEAKS）」に採択〜地域と地球の未来を共創し、世界の
⾰新の中核となる研究⼤学︓岡⼭⼤学の実現を加速とともに世界に
誇れる我が国の研究⼤学の⼭脈を築く〜
https://www.okayama-u.ac.jp/tp/news/news_id12723.html

2.研究マネジメント⼈材認定制度
3.事務職員の機能分化と⾼度化

（博⼠号取得修学⽀援制度）
4.URA機能強化・適性評価

ナレッジ（知識）で新たな価値を
⽣み出す⼈材の強化・⾼度化
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本件問い合わせ先

岡山大学研究推進機構 機器共用推進本部
Tel: 086-251-8486
E-mail: corefacility@adm.okayama-u.ac.jp


